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〔李清源著作目録〕
はじめに
　李清源（？～？）は1930年代から1950年代にかけて活動した朝鮮人の政治運動家、歴史学
者である。彼は芙産主義思想を持ち、その生涯は朝鮮独立のための政治運動と朝鮮史研究が
しっかりと結びついていた。1945年以前は主に日本に滞在しながら民族独立運動に参加した。
解放後は主に朝鮮民主主義人民共和国（以下、北朝鮮とする）で建国事業に献身した。その
一方では、1930年代から一貫して朝鮮史研究を進め、日本、北朝鮮で多くの著作、論文を執
筆した。それにもかかわらず、李清源の政治活動と朝鮮史研究はこれまで研究者の関心を集
めることがほとんどなく、いくつかの人名事典などで簡単に紹介されているにすぎない。（1）
　私が李清源に注目するのは、次ぎの三点からである。第一に、彼が日本で政治運動に従事
しながら、日本で主流だった史的唯物論の影響を受けて朝鮮史研究を進めた点である。その
思想的影響は彼の朝鮮史研究をいかに規定したのだろうか。第二に、彼が北朝鮮の建国直後、
科学院歴史珂究所、金日成総合大学を中心に朝鮮史研究を続けた点である。彼は日本で身に
つけだ史的唯物論を北朝鮮でいかに発展させたのだろうか。第三に、李清源が粛清された
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1957年以降、北朝鮮における金日成の「英雄」化が始ま一り、歴史g偽造が本格化した点であ
る。一粛清されたとはいえ、朝鮮史研究において彼の存在は金日成の「英雄」化を阻止する］
定の役割を果したのだろうか。
　本稿はこうした問題意識を念頭に置き、今後の本格的な李清源研究に向けた基礎作業とし
て、李清源の政治活動を可能な限り再構成し、その朝鮮史研究の特色を明かにする。
1・解放前の政治活動と朝鮮史研究
（1）全協活動家から朝鮮史研究者へ
　李清源の本名は、李青垣である。（。）成鏡南道に生まれ、学歴は「普卒」（普通学校卒業）で
ある。（。〕出生年、出生郡ともに不詳である。朝鮮での経歴も明かではない。1929年頃日本に
渡ったという。（。）李青垣は東京で自由労働者とし生活を続けて、次第に共産主義思想を持つ
ようになったと思われる。
　日本における朝鮮人の労働運動は、1925年2月に在日本朝鮮人労働総同盟（以下、在日朝鮮
労総とする）が結成され、新たな転機を迎えた。組合員は自由労働者が中心であり、当初は
12団体800名にすぎなかったが、1927年4月には約3万3000名の構成員を持つまでになった。し
かし、赤色労働組合インターナショナル（プロフィンテルン）第4回大会、第2回太平洋労働
組合の決定をうけ、在日朝鮮労総は解体し、1929年12月に日本労働組合全国協議会（以下、
全協とする）への解消を決定した。解消論の中心となった活動家は、金斗錐、李義錫、金浩
永などである。また、1927年2月に結成された朝鮮共産党日本部（後に日本総局）は後にコミ
ンテルン第6回大会の採択に従い、1931年12月に「解体声明書」を出した。これによって日本
在住の朝鮮人共産主義者は日本共産党に加盟することになった。（。〕
　こうした組織変遷の過程で、李清源は自由労働者として、在日朝鮮労総から全協の活動家
となり、日本共産党の影響下にあったと思われる。李清源は1934年9月現在、全協傘下の日本
土木建築労働組合の土木本部東京支部再建準備委員会に属していた。東京支部にある3支部の
内で、城西地区担当である。また、彼は日本共産青年同盟（以下、共青と略す）中央部組織
担当であり、東京、名古屋、関西、中部などを統括していた。この時点で官憲は李青桓を、
「非党員」と見ている。こうした活動によって、李清源は1934年9月に治安維持法違反容疑で
逮捕された。これが第一回目の逮捕である。（。）しかし、1934年12月一10日、「共青、反帝、全協
員」の李清源は起訴留保処分と一なる。（・）
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　この一方で、李清源は白本における朝鮮人のプロレタリア文化運動に参加した。1931年11
月、芸術運動に従事する労働者を中心とした大衆的基礎を築くため、日本プロレタリア文化
連盟（コップ）が発足した。コップはそれまでの全日本無産者芸術団体協議会（ナップ）を
解散し、その傘下にあった日本プロレタリア作家同盟などの諸団体に加え、新たにプロレタ
リア科学研究所などを吸収して設立された。コップは婦人雑誌『働く婦人』、大衆雑誌『大衆
の友』を刊行した。
　日本に在住する朝鮮人たちはコップ内に朝鮮協議会（以下、朝協とする）を設置し、この
動きに合流していった。朝協の活動方針は、「反ファシズムの文化闘争を通じて在日朝鮮労働
者・農民をサークルに組織し、日本人労働者・農民に朝鮮問題を紹介し関心を高め日鮮プロ
レタリアートの革命的提携を強化する」ことだった。朝協は『朝協ニュース』とともに、コ
ップ機関誌『大衆の友』の付録として朝鮮文の『♀司吾平』（ウリトンム）を1932年6月から
干リ行した。編集長は初代金龍済、2代金斗鋳である。李清源は本名の李青垣で『♀司号子』
1933年1月1日号に、「新興？「満州国」に朝鮮農民の生路一民族改良主義策動を粉砕せよ」を
執筆した。（。）『♀司号早』刊行の中心メンバーは、金龍済、金斗鋳、朴石丁、李洪鐘などで
ある。（。）このように李清源は全協活動家でありながら、朝鮮人プロレタリア文化運動の周辺
に位置していたと思われる。
　1934年12月に起訴留保処分となった李清源は、その後本格的に史観唯物論に立脚した朝鮮
史研究に没頭し、次々とその成果を日本、朝鮮で発表した。では、李清源はどのような経緯
で、朝鮮史研究に方向を転換したのだろうか。手がかりは、彼の最初の著書『朝鮮社会史読
本』（1936年）の冒頭で、謝辞として「黒田、李北満、戸坂潤及び朴容七」の名前を挙げてい
ることである。く1φ
　李北満は1906年忠清南道生まれ。1922年に渡日し、プロレタリア文学に関心をもち、1927
年10月に朝鮮プロレタリア芸術同盟（カップ）東京支部を創設する。その後、無産者社、労
働階級社の幹部として朝鮮人文化運動に従事した。1930年代には歴史研究にも力を注ぎ、『歴
史科学』1932年4月号に「朝鮮に於ける土地所有形態の変遷」を執筆し、『歴史科学』1936年2
月号には金台俊「檀君神話」（原文は『朝鮮中央日報』掲載）を翻訳している。01932年3月か
らプロレタリア科学研究所内で李北満、劉正植、金斗鋳などが中心となって「殖民地班」を
組織し、「朝鮮ノ農業問題」等を題材として時々研究会を開催した。ω『朝鮮杜会史読本』の
「発行者序」で、「数人の共同研究の成果を取り入れて苦心を重ね」㈹たといっていることは、
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